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東西の出会い、緊張、そして融合
―イスラームの「平和』とイラク
酉アジア、イスラー ム、そして「イラク」
新谷英治”
皆さん、こんにちは。新谷でございます。関西
大学の文学部におりまして、東西学術研究所の方
でも勉強させていただいております。
今日の公開講座の趣旨についてすでにご説明が
ありましたので私が改めて申し上げることはあり
ませんが、今日のメインは、言うまでもなく皆さ
んのお目当ての酒井さんのお話であろうと思いま
す。なるべくその時間に食い込まないように気を
つけながら、 30分間ほどを目処に、西アジア地域
の概要やイスラームの起こりから今日の問題に
繋ってくる時期までの歴史の概略を、大急ぎでお
話ししたいと思います。今日の私のお話の題は
「西アジア、イスラーム、そしてイラク」という
ふうにいたしました。後から思いますと、全体の
題が「東西の出会い、緊張、そして融合」ですの
で、二番煎じの三題話のようなことになりそうで、
果たしてうまくまとまるかどうか分かりませんが、
お聞きいただけますと幸いです。酒井さんには、
今まさに問題になっていることを中心に、あるい
はその背景に潜んでいるものといった観点からお
話しいただけると思いますので、私は、すでに皆
さんがご存じのことを、おさらいと申しますか、
ちょっと思い出していただくという感じでお話し
させていただきます。
今イラクが問題にされていて、これに対してア
メリカの動きがあるわけですが、その舞台となっ
ておりますのは、言うまでもなく西アジアという
地域です。西アジアという地域はあまり馴染みの
ないところかもしれませんが、ここは古い歴史を
持っていて、現在多くの人たちがイスラーム教徒
として暮らしています。もちろんキリスト教徒、
ユダヤ教徒の人たちもいます。しかし、大きな比
重を占めるのはイスラーム教徒であるという意味
合いから、イスラームについて少し振り返ってお
こうというわけです。
また、私が専門領域として勉強していますオス
マン朝という国家の、東の方の領域に実はイラク
とクウェートの両方が入っていました。クウェー
トの場合はオスマン朝による支配の実態がはっき
りしないところも多少あるのですが、いずれにし
ましてもオスマン朝による支配の時期があります
ので、そういう観点から、最後に酒井さんのお話
にうまくつなげられましたら幸いです。
お手許にお配りしている概要を見て下さい。時
間の関係でそのつど皆様に関係部分を見ていただ
けないかもしれません。適宜、皆さん方の方で関
係箇所を地図その他と突き合わせながら見ていた
だきたいと思います。まず、文字によるA3サイ
ズの概要が2枚。それから、 p.5、p.6としまし
て750年頃及び1900年頃のイスラーム冊界全体の
図があります。元々はカラーですが、白黒でコ
ピーしておりますので見にくいのですが、ご勘弁
ください。バグダードの図がp.7、それから一一
途中で一部が切れておりますが一—- p.8に系図を
あげております。 p.9、p.10にオスマン朝の拡大
及び衰退の図をあげております。また、「パレス
チナの変遷」という図も掲げてありますが、そこ
までお話しする時間の余裕はありませんし、また
内容的にも私の能力を超えるところですが、もし
酒井さんがなにがしか関係する事柄をお話しされ
ることがあれば、皆さんにこの図を見ていただ＜
こともあろうかと考えて掲げておきました。最後
のp.11に「イスラム王朝交代表」というものを
入れております。平凡社の『新イスラム事典』か
編集部注＊ 本稿は、 2003年11月6日開催法学研究所・東西学術研究所公開講座の記録に加筆修正したものである。
＊ 関西大学文学部教授（東西学術研究所幹事）
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ら借用しております。これは非常に見やすく便利
にできておりまして、イスラーム世界はこんなに
広い地域に拡大し、こんなにたくさんの国家や王
朝があったのかと改めて驚かされます。この図も
折りに触れて見ていただければと思います。今日
はこの図の、主に左半分の上方に示されています
シリア、イエメン、ヒジャーズ、エジプトを含め、
その下から手前の方にかけて示されている地域の
様子を掻い摘んでお話しすることになると思いま
す。
それでは、また文字の方の概要に戻っていただ
き、本題のお話に入りたいと思います。
まず、西アジアはどのようなところかというこ
とですが、最近は海外にお出かけになる方もた＜
さんいらっしゃると思いますからよくご存じかも
しれません。生活の舞台という観点からみますと、
西アジアの地理的な範囲はイラン高原、そしてエ
ジプト—アフリカ大陸にあるエジプトをどう扱
うか議論がありますが一一、さらに、北はアナト
リア半島、カフカズ、東はヒンドゥークシュ、南
はアラビア半島、概ねそういった地域を想定して
おいたらよろしいかと思います。特徴的なのは、
イランのザグロス山脈で地形的に概ね東西に二分
されることです。後ほど改めて申しますが、人種
や言語の面でいうセム系あるいはイラン系といっ
た区分とも概ね一致します。大掴みに言いますと
そのような特徴を指摘できるのではないかと思い
ます。ザグロス山脈の西の方は、いわゆる肥沃な
三日月地帯を擁しており、古くから文明が発達し
たところです。
概要の「(3)風土と生活」というあたりは、
ざっと目で追っていただけばよろしいと思います。
西アジアは一般に水が少ないところで、砂漠、ス
テップの地が多く、その中にあって水が得られる
ところがオアシスということになります。オアシ
スでの人々の様々な営み―――農業や牧畜、商業、
交易など一ーが、古くから西アジアでの多様な活
動の支えになってきたと言えるでしょう。なお、
ここにあげました「風土と生活」といいますのは、
現在の生活そのものといいますよりは、歴史的に
振り返った場合の大掴みな特徴であると理解して
頂きたいと思います。
次に概要の「2.地域の特性」ですが、イラン
高原から東にあたる西アジア東部は歴史的にイラ
ン系の住民の多いところであり、中央アジアとの
深い関係が見られるところです。また西アジア西
部は、メソポタミアから西の地域であり、ユーフ
ラテスの流域一―—現在のイラクの領域が含まれま
す から西の方ということになります。歴史的
には主としてセム系の人々の住地と言えます。ア
ナトリア半島は例外になりますが、大掴みな傾向
としてそのように言えるだろうと思います。
「(2)歴史的役割」ですが、皆さんよくご存じ
のように、この地域は古代文明の舞台になってお
ります。イラクですと、シュメールの都市国家を
はじめ、様々な国家が興亡を繰り返しました。イ
ランにおいては概ね紀元後6世紀あたりから 7世
紀あたりまでメデイア、アカイメネス朝、セレウ
コス朝、パルティア、サーサーン朝などという国
家を確認できます。アナトリアではヒッタイトが
知られ、皆さんよくご存じかと思います。また、
エジプトでは古王国、中王国、新王国がそれぞれ
特徴のある歴史を刻んでおります。
このように西アジアは、その特有の風土のなか
で古くから様々な文明を育んできたところです。
そういう文化の厚みあるいは文明の積み重なりは
大変に豊かなものであり、いろいろ学ぶべきもの
があると思います。
「2)文化交流の要」と概要に書きましたが、
西アジア地域の東側はインドの文化圏、東南アジ
ァ、それから中国の文化圏であり、西側は地中海
世界からヨーロッパ、アフリカの文化圏というこ
とで、西アジアはちょうど中央部分にあたります。
いわばそういう地域の間にあって、様々なものを
吸収し、また、そこから様々なものが出て行った
という「交流の要」の地域であったと言えるので
はないかと思います。
このことは、古い時代でもそうですし、 7世紀
にイスラームが興って以降もそういう特徴が非常
に強く現れてくるように思います。イスラーム文
化の特徴は、様々なものを採り入れて、そしてそ
こに新たに創造的なものを加え、そしてまた送り
出していっている、あるいは、後の時代が先の時
代に生み出されたものを受け継いでいることにあ
ると言えると思います。よく言われていることで
すが、そういった文化の交流・伝承が古い時代、
そしてまたイスラーム以後の時代にも共通してい
るように思います。
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「Iイスラームという生き方」に入ります。先
ほど申しましたように、イラクにしろ、あるいは
クウェートにしろ、イスラーム教徒の多いところ
です。もちろんスンナ派、シーア派云々と宗派の
区分けをしていきますと、さらにいろんな模様が
見えてくるわけですが、それはともかく、まずは
イスラームというものをざっと振り返っておきた
いと思います。その後、時代的に遡ってイスラー
ムのおこりからお話ししたいと思います。
イスラームヘの入信というのは簡単にできます。
簡単にできるというと語弊がありますが、概要に
ありますように「信仰告白」をしますとイスラー
ム教徒になれます。イスラーム教徒であり続ける
ことは実際には簡単なことではないとは思います
が、イスラームヘの入信自体は、「アッラーの他
に神は無し。ムハンマドはアッラーの使徒であ
る」という言葉を唱えることによってできる訳で
す。
「六信五行」ということをお聞きになったこと
があると思います。あるいは高校時代にこういっ
たものを覚えさせられて苦労した想い出が蘇って
くるという方もいらっしゃるかもしれません。
「六信五行」とは、信ずべき六つの対象あるいは
六つの事柄、そして果すべき五つの行いというこ
とです。誠実にそれを守り実践しているイスラー
ム教徒にとっては、これらは単なるお題目ではな
く、自分たちの生活そのものになっています。
六信五行の内容は、それぞれご覧いただいたと
おりなのですが、例えば「六信」のうち 4番目に
あげられている「預言者」＿神の言葉を預かる
者ですが一ーは、ご存じのようにこれはムハンマ
ドだけのことをいっているのではありません。ア
ダムから始まります多数の預言者のことを指して
います。その辺の事情は、イスラーム教がユダヤ
教やキリスト教とどういう点で同じで、どういう
点で異なるのかという問題にもつながってくるの
です。
次に「五行」ですが、先ほどの「信仰告白」の
ほかに、「礼拝」や「断食」などを行うことですc
これらを見て非常に厳しい戒律であるとお考えの
方がいらっしゃるかもしれませんが、そういう方
は是非、イスラーム教徒の生活ぶりを伝える書物→lえば片倉もとこさんが新書でお書きのもの
［片倉もとこ、『イスラームの日常生活』、岩波書
店、 1991年］もございます一ーを紐解いて、イス
ラーム教徒が実際にどういうふうにこれらを実践
しているかということに関心を向けていただきた
いと思います。そうしますと、これが単に厳しい
だけの戒律ではなくて、人々の生活になじんだ形
で巧みに受け入れられているものであるといった
ことも分かっていただけるでしょう。
それから、イスラーム法――ご存じのように
シャリーアですが一ーは、非常に細かなところま
で規定しております。会場にば法学部の方も多い
かと思いますが、イスラーム法とはどんなものだ
ろうと関心をお持ちの方もいらっしゃるかもしれ
ません。ぜひ一層の関心を持っていただければと
思います。私はイスラーム法の専門家ではありま
せんので、まとまったことをお話しすることはで
きませんが、今日のヨーロッパ的な法の概念や体
系とはまた違った、しかしそれでいて人々が生き
ていくために大事なものを確かに提供しているこ
とを看て取っていただけるのではないかと思いま
す。法学部の皆さんには、是非そういった観点で
イスラーム法というものに関心を持っていただけ
たらと思います。
イスラーム法の法源の一つである『コーラン』
がムスリムの日常的な生活に関わることにまで細
かに立ち入っているということもあり、イスラー
ム法を守って生活いたしますと、どういう地域に
もある程度共通したムスリムの行動様式、あるい
は社会の様相が現れてきます。それらが重なり連
なって、イスラーム世界というものの姿が立ち現
れてくる基になっているように思います。
それでは、話の順は逆のようになりましたが、
概要の「2. イスラームのおこり」というところ
から時代を追ってお話ししていきたいと思います。
ご存じのように、イスラームはムハンマドから
始まります。彼はクライシュ部族のハーシム家の
一員として生れ、若い頃はいろいろ苦労した人物
で、やがてある女性と結婚して転機を迎え、後に
メッカ近郊のヒラー山で瞑想にふけることが多く
なりました。 610年に最初の啓示を受けます。「啓
示」はアッラーから人間に対してひらかれた教え
の中身ということですが、天使ガブリエルが伝え
るアッラーの言葉という形式になっており、アッ
ラーの声そのものがじかにムハンマドに届くとい
うことではありません。その後も沢山の啓示が下
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り、それらがある時にまとめられて『コーラン』
になっているわけです。そして『コーラン』は、
言うまでもなく人々の信仰の拠り所ですし、アッ
ラーの言葉としてイスラーム法の重要な法源に
なっています。
『コーラン』のなかの言葉をどう受け止めるか。
これはイスラーム教徒とそうでない人たちによっ
て全く違うと思います。いろんな受け止め方があ
ると思いますが、『コーラン』の言葉をアッラー
の言葉であると信じ実践している人たちがいます。
それは 7世紀から始まっており、そして今日、実
に12億人ほどのイスラーム教徒が存在しています。
これは、地球上の総人口を60億人としますと 5人
に1人ということになります。さらに、現在ムス
リムの数が増え続けていると言われています。イ
スラームというのは決して過去の信仰ではなく、
現在進行形の信仰なのです。
さて、ユダヤ教とキリスト教との関係について、
概要に「(3)ユダヤ教、キリスト教との関係：
同根ながら優越」と書きました。「優越」の部分
はあまり正確な表現ではなくて、後で酒井さんか
らお叱りを受けるかもしれませんが、ユダヤ教、
キリスト教、イスラーム教が同根であるのは事実
です。信じている神も同じ神なのです。同じ神に
ついての理解がそれぞれの信仰において異なると
いうことです。ただし大事なことは、イスラーム
教徒にとってみますと、ユダヤ教徒、キリスト教
徒の信仰よりも自分たちの信仰の方がやはり優れ
ているといいますか、勝っているわけです。それ
はムハンマドが受けた啓示がアッラーの、より真
正の言葉であるという確信に基づいているのです。
イスラーム教徒は、啓示の原本がアッラーのもと
にあって石板に刻まれていると考えています。そ
のヘブライ語版が旧約聖書であり、ギリシア語版
が新約聖書、そしてアラビア語版がコーランであ
るというわけです。もう少し厳密な議論をしなけ
ればいけないのですが、分かりやすく申しますと
イスラーム教徒の考え方はこんなふうになります。
アッラーの言葉をアラビア語版の形で最も正しく
授けられたのがムハンマドであり、彼に始まる信
仰を受け継いでいるのがわれわれであるというの
がイスラーム教徒の考え方です。客観的にどの信
仰が優れていてどの信仰がそうではないというこ
とを私が評価しているわけではありません。その
点は誤解のないようにしていただきたいと思いま
す。
「(4)スンナ派とシーア派」に話を移します。
スンナ派はイスラーム信仰における多数派です。
スヅナ派の定義の仕方は本来別にあるのですが、
実態として多数派です。シーア派はいわゆる少数
派ですが、歴史的にみますと政治的に登場してき
た集団です。誰がムハンマドの後継者になるべき
か、その点をどう考えるかによって宗派が大きく
分かれたわけです。ムハンマドの娘婿アリー、あ
るいはその子孫がムハンマドの後継者になるべき
だと考えた人たち、即ち「アリーの一派」（シー
ア・アリー）がシーア派と言われるようになりま
した。彼らの運動は7世紀から 8世紀のウマイヤ
朝の時代にかけて、時の政権に対する抵抗という
形で顕在化していきました。「カルバラーの悲劇」
と呼ばれる事件はシーア派の結束の核になってい
ます。
続いて「rn 西アジア・イスラーム世界の史的
展開」の部分をお話しすべきところですが、残り
時間が少なくなりましたので、端折りながら申し
上げたいと思います。
アッパース朝からオスマン朝までを概観します。
750年にアッバース朝という王朝――これはカリ
フが代々ある特定の家系から出たという意味で王
朝なのですが一ーが成立します。『千一夜物語』
で有名なハールーン・アッラシードのいた時代で
す。この時代にイスラーム世界が東西にわたって
大きく広がります。ウマイヤ朝の時代にすでに相
当大きくなっており、アッバース朝がそれを受け
継いでいることは間違いないのですが、さらに領
域を拡大していきます。 800年前後ーーいま申し
ましたハールーン・アッラシードの治世にあたる
時期—ーは、一番国力が充実し制度も整っていく
時代と考えられています。ただ、 9世紀も後半に
なってきますと、地方的な勢力が現れてきまして、
権力は分散的になり、政治的実権はカリフから離
れていきます。
1258年、東方の中央アジアを駆け抜けてきたモ
ンゴルの勢力によってバグダードが攻撃され、カ
リフの王朝は滅びることになります。時代は遡り
ますが、バグダードは762年から数年をかけて建
設されます。今日のバグダードにつながるものと
しては、 8世紀に建設されたこの都市が母体に
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なっています。それがどのようなものであったか、
お手許のバグダードの図や地図でお確かめいただ
きたいと思います。創建時の円形の城壁は、今は
ありません。円形都市としてのバグダードの姿は
早くに失われていき、市街地は南の方、さらには
テイグリスの対岸に発達していきました。この都
市は、 1258年にモンゴルによる破壊を受けながら
も歴史の過程のなかで再生し、復活していったの
ですが、今日また、いわゆる湾岸戦争、そして今
回のイラク戦争で大量の武器の砲煙にさらされた
わけです。
アッバース朝の後でいくつかの世俗的な国家が
立ちます。主なものとしてはセルジューク朝があ
り、「モンゴルの征西」を経て、イランを中心に
イル・ハーン国ができます。また中央アジアから
テイムール朝が勃興し、さらにマムルーク朝が典
ります。ここでは主立ったものだけあげておりま
すが、いろいろな王朝が西アジアを中心に典亡を
繰り返します。中央アジアから典ったもの、イラ
ンから興ったもの、あるいはエジプトで輿ったも
のといろいろあるのですが、概要の中では、多少
なりともイラクやバグダードに関わりがあるもの
を掲載しようと考え、それらを時代順に並べてあ
ります。ざっと眺めて歴史の概略を思い出してい
ただけたらと思います。
次に、概要の「2. オスマン朝 (1299-1922)
の支配とイラク、クウェート」のところに参りま
す。 p.9の図では、オスマン朝がどういう地域を
支配して、それがどんなふうに分割されて近代を
迎えるかが示されています。時間の関係で、細か
なことをいちいち申し上げられませんが、どんな
ふうに拡大していったか、また、どんなふうにそ
の領域が失われていったかを図でご覧ください。
領域の拡大はともかく、その領域が失われていく
のは、18,19世紀、そして20世紀の、いわゆるヨー
ロッパ側からの—帝国主義的という言葉で括っ
てしまうのはあまり好きではありませんが
様々な形での「進出」が要因となっています。も
ちろん、オスマン朝自体の瓦解といいますか、内
側から崩れていったところもありますが、いずれ
にせよ、そういう様々な要因でオスマン朝は新し
い時代を迎えることになります。
オスマン朝はご覧のような領域、版図を持って
いたところなのですが、元々はアナトリア半島の
西北部で興った国家で、今のトルコ共和国の前身
にあたります。ご覧いただいたように、 1300年頃
から1922年まで600年以上、東西にわたる非常に
広い地域を支配することになります。この国家は
16世紀に勢力の強い時期を迎えるのですが、スル
ターン・スレイマンの時代にイラク方面へ遠征し
ます。それまであまりイラク方面へ行動を起こす
ことはなかったのですが、この時期に遠征してメ
ソポタミアのテイグリス、ユーフラテスの流域を
版図に組み込みます。バグダード、そしてペルシ
ア湾岸にありますバスラ方面、そして今日のク
ウェートの領域にもオスマン朝の勢力が及ぶこと
になります。ただ、どれだけ定着した支配であっ
たかは問題があります。問題がありますけど、オ
スマン朝がそういう方面を影響下に置いたという
ことは念頭においていただきたいと思います。
17世紀頃から、ペルシア湾方面にヨーロッパ人
の関心が集まり、バスラの重要性が改めて認識さ
れます。 19世紀の半ば頃には、バスラを中心にし
た地域が行政上オスマン朝の州になります。その
ときにクウェートがバスラ総督の支配下、あるい
はその権限のもとに置かれることになりました。
そのことが、 1961年のクウェートのイギリスから
の独立及びそれ以降のイラクとクウェートの関係
に大きな影響を及ぼすことになります。
オスマン朝は16世紀に一つの頂点を迎えました。
しかし、 17、18世紀を通じてヨーロッパ勢力が西
アジア進出を本格化させ、 19世紀に至るとオスマ
ン朝は西アジア各地で実質的な支配権を失って衰
退一「衰退」と簡単に括ってはいけないところ
もあるのですが一ーしていきます。
概要の最後のところへまいります。「(2)そし
て「イラク」へ」としたところです。 1914年に第
一次世界大戦が勃発し、オスマン朝は同盟国側に
立って参戦し敗れます。そのことが、ヨーロッパ
側によるオスマン朝領西アジアの分割をいっそう
進行させる大きな要因になります。
今日の私のお話の本題ではありませんが、イギ
リスがもともとオスマン朝の支配下にあったパレ
スティナについて相矛盾する政策を行い、その後
委任統治を行ったことが今日のパレスティナ問題
の直接的なはじまりになっていることはご存じの
とおりです。
イラクについては、 1920年にイギリスが委任統
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治下に置きまして、 21年にイラク王国が成立いた
します。そして32年に独立しまして58年の軍事
クーデターで共和制になり、そしてしばらく前ま
でのサダム・フセインの政権につながったわけで
す。
また、クウェートの方も、アラビア半島出身の
有力な家系によって支配されるという歴史を持つ
わけですが、先ほど申しましたように、オスマン
朝の支配下に置かれた時期がありましたので、そ
れが後々響いてくることになります。クウェート
は1961年にイギリスから独立します。この時にイ
ラクは、かつてクウェートがバスラ総督の支配下
にあったことを主な根拠にしてクウェートが歴史
的に自分たちの領域であると主張し、以後両国の
関係が緊張することになります。そして84年から
88年にイラン・イラク戦争があり、いろいろな思
惑がそこに交錯したわけですが、この戦争は結果
的にイランに対するイラクの軍事的優勢をもたら
しました。
そうしたなかで、 90年夏にイラクはクウェート
を占領し、そして91年に湾岸戦争が始まります。
概要に「クウェートは解放された」と書きました
が、本当は解放という言葉には括弧をつけた方が
いいかもしれません。「解放された」のですが、
サダム・フセイン政権は存続したわけです。そし
てご存じのとおり、 2001年の同時多発テロを経ま
して、アメリカ、イギリスによるイラク攻撃が開
始されるという経過をたどっております。
申し訳ございません。早口で端折ってお話しし
たため、大変お聞き苦しかったと思いますが、こ
れから酒井さんのお話を聞いていただくにあたっ
て、以前勉強されたことを思い出していただくと
いう意味合いで簡単にお話しいたしました。皆さ
んにとっては時間の無駄遣いだったかもしれませ
んが、お許しいただきたいと思います。
この後は、いよいよ酒井さんに、皆さんが一番
関心をお持ちの現代の問題を中心に様々な視点か
らお話いただけると思いますので、お聞きいただ
きたいと思います。どうも、ありがとうございま
した。
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